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どこで・どこを・どこから

ぶんるい ご　い ぶんけい

❚ 分類：語彙・文型

7-5
あた つか

与えられたことばを使って
ぶん つく

文を作る。
●●○かたち 時間活動

せつめい編
ば しょ

（助 -11　で（場所））

（助 -12　から／まで）
しゅだん ざいりょう

（助 -17　で（手段／材料））
き てん

★助 -19　を（起点）
けい ろ

★助 -20　を（経路）
きちゃくてん

★助 -21　に（帰着点）

談話の技術

準備するもの

使うことば
えき てい はし みち じ てんしゃ

駅、バス停＊、橋、道、バス、自転車、
でんしゃ くるま の お

電車、車、タクシー、乗る、降りる、

わたる
ある

▲ 歩いて

きょうし ば しょ の もの どう

1. 教師はq（場所）、w（乗り物）、e（動
し しゅるい こくばん

詞）の3種類のことばのリストを黒板に
か

書く。
がくしゅうしゃ えら

2. 学習者は、qweからことばを選んで、
ひつよう じょ し かんが

必要な助詞を考えて、＜モデルテキスト＞
ぶん つく

のような文を作る。
つく ぶん はっぴょう かくにん

3.作った文を発表し、確認する。

手　　　　順

がっこう こうえん えき てい はし みち

qうち、学校、公園、駅、バス停、橋、道

w
じ てんしゃ でんしゃ くるま

バス、自転車、電車、車、タクシー、
ある

歩いて

e
の お い

乗ります、降ります、行きます、

　
かえ

帰ります、わたります
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えき でんしゃ

・駅で  電車に  のります。

・バスていで  バスを  おります。
えき い

・駅から  こうえんまで  あるいて  行きます。
でんしゃ

・うちまで  電車で  かえります。

・はしを  わたります。

モデルテキスト

先生へ

　・
かつどう まえ めい し じょ し く あ れんしゅう ひつよう い　か ぶん じょ し

この活動の前に名詞と助詞の組み合わせの練習が必要。たとえば、以下のような文で助詞
じょ し ひつよう い

のあなうめをするなど。助詞の必要のないところは「×」を入れる。
ぶんけい

文型A：
えき でんしゃ の

駅で　電車に　乗ります。
えき でんしゃ お

駅で　電車を　降ります。　
てい の

バス停で　バスに　乗ります。　
てい お

バス停で　バスを　降ります。
ぶんけい

文型B
がっこう えき こうえん じ てんしゃ でんしゃ くるま ある

：｛学校／駅／公園｝へ  ｛バス／自転車／電車／車／タクシー｝で／歩いて×
い

　行きます。
じ てんしゃ でんしゃ くるま ある かえ

　うちへ　｛バス／自転車／電車／車／タクシー｝で／歩いて ×　帰ります。
ぶんけい

文型C：
みち ある

道を　歩いて×　わたります。
はし じ てんしゃ でんしゃ くるま ある

橋を　｛バス／自転車／電車／車／タクシー｝で／歩いて×　わたります。
ぶんけい

文型D
がっこう こうえん えき てい がっこう こうえん えき てい

：｛うち／学校／公園／駅／バス停｝から　｛学校／公園／駅／バス停｝まで
じ てんしゃ でんしゃ くるま ある い

  ｛バス／自転車／電車／車／タクシー｝で／歩いて×　行きます。
がっこう こうえん えき てい じ てんしゃ でんしゃ くるま

  ｛学校／公園／駅／バス停｝から　うちまで　｛バス／自転車／電車／車／タクシー｝
ある かえ

で／歩い て×　帰ります。

バリエーション
にん ぶん つく ばん

（1）3人ずつのグループで、文を作る。1 番
め ひと じょ し い ばんめ

目の人は、「q ＋ 助詞」を言う。 2番目
ひと じょ し い ある

の人は「w ＋ 助詞」を言う（「歩いて」
ば あい じょ し ばんめ ひと

の場合は助詞がいらない）。 3番目の人
どう し えら ぶん かんせい

は、eの動詞を選んで文を完成させる。

い　か きょうし ぶんけい てい じ

（2）以下のように教師が文型を提示するとや
き ほんてき れんしゅう

さしくなり、基本的な練習になる。
ば しょ の もの の

文型 A（場所）で（乗り物）に乗る／を
お

　　　 降りる
ぶんけい ば しょ の もの い かえ

文型B（場所）へ（乗り物）で行く／帰る
ぶんけい ば しょ の もの

文型C（場所）を（乗り物）でわたる
ぶんけい ば しょ ば しょ

文型D（場所）から（場所）まで
の もの い かえ

　　　（乗り物）で行く／帰る




